
一
番
茶
後
は

樹
勢
回
復
を

重
点
に
！

田
植
え
前
の
準
備

着
花
管
理

一
番
茶
後
の
整
枝

　

整
枝
時
期
は
、
一
番
茶
摘
採
の
早
晩
に
応
じ
て
整
枝
時
期
を

調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
み
る
芽
で
摘
採
し
た
茶
園
は
、
早
す
ぎ

る
と
遅
れ
芽
が
再
発
し
て
二
度
手
間
に
な
る
の
で
、
一
番
茶
摘

採
後
10
〜
14
日
く
ら
い
お
い
て
か
ら
整
枝
し
て
く
だ
さ
い
。
逆

に
、
コ
ワ
葉
で
摘
採
を
行
っ
た
茶
園
は
、
一
番
茶
摘
採
後
５
〜

７
日
く
ら
い
お
い
て
か
ら
整
枝
し
ま
し
ょ
う
。
二
番
茶
の
摘
採

期
は
、
極
端
な
整
枝
を
し
な
い
限
り
、
一
番
茶
摘
採
日
か
ら
起

算
し
ま
す
。
整
枝
の
深
さ
は
、
遅
れ
芽
を
取
り
除
く
程
度
に
浅

く
摘
採
面
を
整
え
ま
し
ょ
う
。更

新

　

樹
高
が
高
く
な
り
過
ぎ
る
と
作
業
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
乗

用
型
摘
採
機
で
は
、
設
定
で
き
る
刈
刃
位
置
が
限
ら
れ
て
い
る

の
で
計
画
的
に
樹
高
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
摘
採
面
の

枝
が
細
く
、
芽
数
が
多
く
な
り
す
ぎ
た
茶
園
は
、
一
番
茶
後
に

更
新
し
ま
し
ょ
う
。

⑴
浅
刈
り
は
、
摘
採
面
よ
り
３
〜
５
㎝
の
古
葉
が
少
し
残
る
程

度
で
せ
ん
枝
し
ま
す
が
、
二
番
茶
が
一
週
間
の
遅
れ
程
度
で

摘
採
で
き
ま
す
。

⑵
深
刈
り
は
、
摘
採
面
よ
り
10
〜
20
㎝
下
で
せ
ん
枝
し
ま
す
。

⑶
中
切
り
は
、
地
上
30
〜
50
㎝
の
高
さ
で
せ
ん
枝
し
ま
す
。
せ

ん
枝
す
る
部
分
の
枝
は
７
㎜
程
度
で
、
更
新
効
果
は
４
〜
５

年
程
度
で
す
。

⑷
台
切
り
は
、
地
際
か
ら
10
㎝
程
度
で
せ
ん
枝
し
ま
す
が
、
強

度
の
せ
ん
枝
で
あ
る
た
め
樹
形
が
整
う
ま
で
に
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

苗
の
準
備

育
苗
中
の
か
ん
水

　

緑
化
期
以
降
は
、
根
の
呼
吸
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時

期
に
か
ん
水
が
多
い
と
床
土
が
過
湿
に
な
り
、
根
の
呼
吸
が
妨

げ
ら
れ
て
マ
ッ
ト
形
状
が
不
良
に
な
り
ま
す
。
育
苗
初
期
は
午

前
中
に
１
回
充
分
に
行
い
、
苗
が
大
き
く
な
っ
た
後
期
は
、
１

日
１
〜
２
回
を
目
安
に
行
い
ま
す
。
夕
刻
の
か
ん
水
は
温
度
低

下
や
夜
間
の
呼
吸
を
妨
げ
る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風

で
育
苗
箱
の
隅
が
白
く
乾
く
の
で
、
板
等
で
風
よ
け
を
作
る
か

そ
の
部
分
だ
け
を
か
ん
水
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

本
田
の
準
備

　

元
肥
は
入
水
前
に
施
用
し
、
混
和
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
代
か
き
は
、田
植
え
の
２
〜
３
日
前
を
標
準
と
し
ま
す
が
、

砂
質
土
で
は
１
日
前
、
重
粘
土
で
は
３
〜
４
日
前
と
土
質
に
よ

り
考
慮
し
ま
す
。
ま
た
、
田
植
え
前
に
箱
施
用
剤
を
散
布
す
る

こ
と
で
、
今
後
の
防
除
が
省
力
化
で
き
ま
す
の
で
必
ず
行
い
ま

し
ょ
う
。【
参
考
：
表
１
】

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
防
除

　

今
年
は
、
暖
冬
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
タ
ニ
シ
の
越
冬
数
が
例

年
よ
り
多
く
、
被
害
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
水
中
の
濁
り

が
澄
ん
で
か
ら
ス
ク
ミ
ノ
ン
粒
剤
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ク
ミ
ノ
ン
粒
剤
２
〜
４
㎏
／
10
ａ
当
た
り
（
２
回
）

田
植
え
直
後
か
ら
防
除
を
行
わ
な
い
と
、
一
晩
で
か
な
り
の

食
害
と
な
り
ま
す
。（
移
植
後
３
週
間
頃
ま
で
が
実
害
）
散
布

後
７
日
間
は
、
落
水
や
か
け
流
し
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

茶
指
導
販
売
課

福
手
裕
三

農
業
経
営
支
援
課

石
田
哲
也

着
花
管
理

　

５
月
は
開
花
期
で
す
。
本
年
の
収
量
や
品
質
、
外
観
に
大
き

く
影
響
す
る
の
で
、
園
内
を
よ
く
観
察
し
て
着
花
量
に
応
じ
た

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

着
花
の
多
い
樹

　

有
葉
花
摘
蕾
を
行
い
、
来
年
の
結
果
母
枝
を
確
保
し
ま
し
ょ

う
。
目
安
と
し
て
長
さ
５
㎝
以
上
、
ま
た
は
新
葉
5
枚
以
上
の

有
葉
花
を
摘
蕾
し
ま
し
ょ
う
。

着
花
の
少
な
い
樹

　

花
と
新
梢
が
養
分
を
奪
い
合
い
、
生
理
落
果
が
助
長
さ
れ
ま

す
。
着
果
さ
せ
た
い
花
の
近
く
の
新
梢
を
芽
か
き
、
あ
る
い
は
摘

芯
す
る
こ
と
で
果
実
に
分
配
さ
れ
る
養
分
が
増
加
し
、
生
理
落

果
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。

葉
面
散
布

　

着
花
の
多
い
樹
は
、
樹
勢
維
持
と
回
復
を
、
着
花
の
少
な
い

樹
は
早
期
の
緑
化
に
よ
り
生
理
落
果
軽
減
を
目
的
に
尿
素
５
０

０
倍
を
開
花
期
前
か
ら
1
次
生
理
落
果
が
始
ま
る
前
ま
で
に
3

回
程
度
散
布
し
ま
し
ょ
う
。病

害
虫
防
除

　

今
月
は
、
灰
色
カ
ビ
病
や
訪
花
昆
虫
の
防
除
時
期
で
す
。
幼

果
に
キ
ズ
が
つ
く
と
、
果
実
肥
大
と
と
も
に
キ
ズ
も
大
き
く
な

り
、
外
観
を
著
し
く
損
ね
て
し
ま
い
ま
す
。

灰
色
カ
ビ
病
は
、
落
弁
期
の
降
雨
に
よ
り
花
弁
が
幼
果
に
付

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー

鈴
木
大
造

ワ ー ク ポ イ ン ト

14

　

茶
園
巡
回
を
し
て
い
る
と
、
更
新
位
置
が
中
途
半
端
な
深
さ

で
、
充
分
な
更
新
効
果
が
出
て
い
な
い
茶
園
を
多
く
見
か
け
ま

す
。
個
々
の
経
営
面
積
を
考
慮
し
、
計
画
的
に
早
め
の
更
新
を

し
て
、
樹
勢
の
あ
る
茶
園
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

　

５
月
に
入
り
、
気
温
の
上
昇
に
伴
っ
て
各
種
病
害
虫
の
発
生

が
増
加
し
ま
す
。
特
に
、
ウ
ン
カ
・
ス
リ
ッ
プ
ス
・
炭
疽
病
・

も
ち
病
は
、
二
番
茶
芽
の
萌
芽
か
ら
生
育
期
に
か
け
て
加
害
や

感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
各
地
域
で
防

除
情
報
を
出
し
て
い
る
の
で
、
確
認
し
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

着
す
る
こ
と
で
発
病
し
、
果
実
に
キ
ズ
が
つ
き
ま
す
。

　

訪
花
昆
虫
は
、
開
花
期
に
花
粉
や
蜜
を
求
め
て
飛
来
し
、
果

実
に
細
か
い
キ
ズ
を
付
け
ま
す
。
自
園
を
よ
く
観
察
し
、
五
分

咲
き
期
と
落
弁
期
に
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
灰
色
カ
ビ
病
（
五
分
咲
き
期
）

フ
ロ
ン
サ
イ
ド
Ｓ
Ｃ　

２
５
０
０
倍（
30
日

－

１
回
）

・
灰
色
カ
ビ
病
（
落
弁
期
）

ナ
リ
ア
Ｗ
Ｄ
Ｇ　

２
０
０
０
倍（
14
日

－

３
回
）

・
訪
花
昆
虫

モ
ス
ピ
ラ
ン
Ｓ
Ｌ
液
剤　
　

３
０
０
０
倍（
14
日

－

３
回
）

対象病害虫

農薬名

残
効
期
間
※

ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ

ウ
ン
カ
類

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

イ
ネ
ツ
ト
ム
シ

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

い
も
ち
病

紋
枯
病

パディート箱粒剤 約80日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ピカピカ粒剤 約60日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ルーチンアドスピ
ノ箱粒剤

虫：約60日
病：約70日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エバーゴルプラス
箱粒剤

虫：約80日
病：約80日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※残効期間はあくまで目安です。水田の状況により若干前後します。

【表1】

ア グ リ


